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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　海洋施設のための海底基礎（１）であって、前記海底基礎は、筒状部を実質的に形成す
る周囲側壁を有し、前記筒状部が、一端部において閉鎖され、反対側端部において開口が
設けられ、それにより、主室（７）を形成し、前記海底基礎は、中空で下方に開口し、前
記周囲側壁が、スカート部（６）を形成し、前記主室（７）は主ポンプ（８）に接続され
、前記海底基礎は、さらに、一つ以上の副ポンプ（１０）に接続された一つ以上の副室（
９）を具備し、前記主ポンプ（８）は吸引ポンプであり、前記副ポンプ（１０）は加圧ポ
ンプである、海底基礎。
【請求項２】
　前記一つ以上の副室（９）は、前記スカート部（６）の外側に取り付けられる請求項１
に記載の海底基礎（１）。
【請求項３】
　前記一つ以上の副室（９）は、前記スカート部（６）に一体化される請求項１に記載の
海底基礎（１）。
【請求項４】
　前記スカート部（６）は、多数の実質的に湾曲した相互連結形状（１１）によって形成
され、前記多数の実質的に湾曲した相互連結形状には、前記一つ以上の副室（９）が設け
られる請求項１に記載の海底基礎（１）。
【請求項５】
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　請求項１～４のいずれか一項に記載の海底基礎（１）を備えている海洋施設のための海
底基礎を設置するための方法（１２）において、
　海底（１９）に請求項１～４のいずれか一項に記載の海底基礎を位置させる段階（１３
）と、
　前記海底基礎が前記海底に沈み込むように、前記主室（７）内に負圧を与えるために前
記主ポンプ（８）を作動させる段階（１４）と、
　前記海底内への沈み込み中において実質的な垂直軸線に関する前記海底基礎の整列を制
御するように、前記副室（９）内に正圧を与えるために前記一つ以上の副ポンプ（１０）
を作動させる段階（１５）と、
　前記海底基礎が前記海底の所望高さに達するときに、前記主ポンプ及び前記副ポンプを
作動停止させる段階（１７）と、を備える方法。
【請求項６】
　前記正圧は、前記一つ以上の副ポンプ（１０）によって前記一つ以上の副室（９）のそ
れぞれに与えられる請求項５に記載の海底基礎を設置するための方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、基礎、及び、特に海洋施設のための海底基礎に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ある特許文献には、一つの内側室と幾つかの外側室とを具備する基礎が開示されている
（例えば、特許文献１及び２参照。）。海底への基礎の設置は、内側室及び外側室内に負
圧を与えることによって達成され、これは、外側室と外部水と内側室との間には異なる圧
力を与え、海底内へ基礎のスカート部を吸引する駆動力を与える。特に、異なる外側室内
の吸引圧力の調整は、設置工程中において海底に関する基礎の整列を制御することを可能
とする。吸引による海底への基礎の正確な設置を制御する欠点は、吸引、及び、特に、急
激な又は実質的な吸引を使用するときに、負圧が増大された室と周囲の海底との間の差圧
のために、基礎の直ぐ近傍の海底が崩れることを引き起すかもしれないことであり、それ
により、この吸引において海底物質を流動化して開放結合を引き起こす。この状況におい
ては、吸引、それにより、基礎のさらなる設置又は設置作業の制御を続けることは不可能
である。ゆえに、海底への基礎のより安全なより速い設置工程の必要性が存在する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】国際公開第０１／７１１０５号
【特許文献２】英国特許出願第２０２８４０３号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明の目的は、海底への基礎の設置方法及びこの使用のための基礎によって先行技術
の前述の欠点を克服することである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　この問題に取り組むために、本発明は、請求項１に開示されたような海底基礎であって
、筒状部を実質的に形成する周囲側壁を有し、この筒状部が、一端部において閉鎖され、
反対側端部において開口が設けられる海底基礎を提供する。前記海底基礎は、中空で下方
に開口し、その周囲側壁が、スカート部を形成する壁構造と、それ内の主圧力室と、を具
備し、前記主圧力室は主ポンプに接続され、前記海底基礎は、さらに、一つ以上の副ポン
プに接続された一つ以上の副圧力室を具備する。
【０００６】
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　設置工程のために負圧を使用するだけの先行技術（正圧は、むしろ、海底から基礎を引
く抜くために使用される）に反して、本発明は、設置工程中において海底に関する基礎の
整列を制御するように、主室内の負圧（好ましくは、水吸引によって）の使用及び一つ以
上の副室内の一つ以上の正圧（好ましくは、水注入によって）の使用を（同時又は交互に
）用いる。
【０００７】
　この種の制御の利点は、ポンプ、パイプ、及び、制御装置のような手段が、全て工事現
場に既に存在することである。さらに、海底へ基礎を沈み込ませるための水吸引と基礎の
設置を調整又は修正するための加圧水との組み合わせ使用は、より安全でより速い工程を
達成することを可能とする。実際、主ポンプ及び副ポンプは、基礎をより速く沈み込ませ
るように、吸引ポンプのようにして設置工程の開始時に使用されても良い。海底の土壌の
異種層のために整列不良が起こる場合において、例えば、前記副ポンプ（それらの幾つか
又は全部）が、基礎の再整列のために使用されても良い。
【０００８】
　本発明の実施形態により、前記正圧（又は、負圧、又は、それらの組み合わせ）は、一
つ以上の副ポンプによって一つ以上の副圧力室内に異なる程度が与えられる。この実施形
態の利点は、必然的なより正確な基礎の設置と共に、設置工程の確固とした監視が達成さ
れることである。
【０００９】
　本発明のもう一つの利点は、海底基礎の様々な実施形態が、建造方法と、基礎の重量及
び寸法とに関して幾つかの選択範囲を提供するかもしれないことである。さらに、基礎が
海底に設置されるときに主室に形成される気密室の容積は変化して良い。
【００１０】
　本発明のさらなる実施形態により、前記一つ以上の副圧力室は、スカート部の外側又は
内側に取り付けられ、好ましくは、スカート部に沿って均等に分布される。
【００１１】
　本発明のさらなる実施形態により、前記一つ以上の副圧力室は、スカート部に一体化さ
れ、好ましくは、スカート部を均等に分布された部分に分割する。
【００１２】
　本発明のさらにもう一つの実施形態により、前記スカート部は、多数の実質的に湾曲し
た相互連結形状によって形成され、前記多数の実質的に湾曲した相互連結形状には、一つ
以上の副圧力室が設けられ、前記一つ以上の副圧力室は、好ましくは、スカート部に沿っ
て均等に分布される。
【００１３】
　本発明による海底基礎の異なる実施形態のさらにもう一つの利点は、スカート部に沿っ
て均等に分布されるとき、又は、スカート部を均等に分布された部分に分割するときの前
記副圧力室が、より均等な制御を可能とする。
【００１４】
　本発明のさらにもう一つの実施形態により、前記主ポンプは吸引ポンプであり、前記副
ポンプは加圧ポンプである。
【００１５】
　本発明のさらにもう一つの実施形態により、前記主ポンプは加圧ポンプであり、前記副
ポンプは吸引ポンプである。
【００１６】
　吸引又は加圧のいずれかに特に形成されている専用ポンプの使用は、作動中の良好な制
御を保証し、一方、加圧及び吸引の組み合わせポンプは、吸引又は加圧のいずれかのため
により効率的である傾向がある。それにより、異なるポンプの使用によって、より高い制
御性と改善された効率とが達成される。
【００１７】
　本発明のさらにもう一つの実施形態により、前記副ポンプは、吸引ポンプ及び加圧ポン
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プの組み合わせである。
【００１８】
　本発明は、さらに、前述の実施形態のいずれかによる海底基礎を備える海洋施設のため
の海底基礎を設置するための方法に向けられ、この方法は、
　海底に前述の実施形態のいずれかによる海底基礎を位置させる段階と、
　基礎が海底に沈み込むように、主圧力室内に負圧を与えるために前記主ポンプを作動さ
せる段階と、
　海底内への沈み込み中において実質的な垂直軸線に関する基礎の整列を制御するように
、副圧力室内に正圧を与えるために前記一つ以上の副ポンプを作動させる段階と、
　基礎が海底の所望高さに達するときに、前記主ポンプ及び前記副ポンプを作動停止させ
る段階と、を備えている。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】多数の実質的に湾曲した相互連結形状が図示されている本発明による海底基礎で
ある。
【図２】主ポンプ及び副ポンプが図示されている本発明による海底基礎である。
【図３Ａ】スカート部に外側取り付けされた副圧力室が図示されている本発明による海底
基礎である。
【図３Ｂ】スカート部に内側取り付けされた副圧力室が図示されている本発明による海底
基礎である。
【図４】スカート部に一体化された副圧力室が図示されている本発明による海底基礎であ
る。
【図５】本発明による海底基礎を設置するための方法の概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　本発明は図面に関して述べられるであろう。図１は、一端部において閉鎖され、反対側
端部において開口が設けられる筒状部を実質的に形成する周囲側壁（スカート部）を有す
る海底基礎１を図示している。
【００２１】
　本出願において、「海底」は一般に水底（例えば、海、湖など）を指し、「筒状部」は
閉じられた二次元湾曲を、前記湾曲の平面に垂直に交差する軸線に沿って投射することに
よって形成される表面を指す。ゆえに、この定義による筒状部は、例えば、円形、楕円形
、又は、多角形の断面を有しても良い。
【００２２】
　前記海底基礎１は中空で下方に開口し、その周囲側壁はスカート部６及びスカート部内
の主圧力室７を形成する壁構造を具備している。主圧力室は、吸引ポンプのような主ポン
プ８（図２）に接続されている。本基礎は、さらに、加圧ポンプのような一つ以上の副ポ
ンプ１０（図２）に接続された一つ以上の副圧力室９、この例においては、二つの副圧力
室を具備している。
【００２３】
　図１は、一つ以上の副圧力室９が設けられた多数の実質的に湾曲した相互連結形状１１
によってスカート部６が形成されても良いことを図示している。一つ以上の副圧力室は、
好ましくは、スカート部に沿って均等に分布されても良い。
【００２４】
　図２には、海底１９上に浮かぶ基礎１が例示されている。点線１６は、実質的な水平平
面を示し、基礎を、実質的に垂直に、すなわち、海底１９ではなくこの平面１６に垂直に
直立させることが望ましい。圧力室７、９は、下方（点線矢印によって示される）に開口
している。スカート部６の下側縁部が海底に埋設されるときに、圧力室７、９は、基礎構
造及び海底によって完全に閉鎖される。圧力室内の水抜きによって圧力室７、９内に負圧
を与えることにより、基礎構造は、海底１９に沈み込むであろう。基礎１が海底１９に沈
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み込むときに、基礎は、様々な海底層に遭遇するか、遭遇するかもしれず、これらの層は
、侵入に対する多少の抵抗を与え、もたらし、それにより、基礎構造１が完全な整列から
外れることを引き起こす。この整列不良を修正して、基礎１が実質的に完全に垂直に設置
されることを確実にするために、正圧がポンプ１０によって圧力室９内にもたらされる。
好ましくは、完全な三軸制御が達成されるように、三つの圧力室が設けられる。ポンプ１
０によって与えられる正圧は、基礎の残りが通常の抵抗において海底に侵入することを可
能とするように、圧力室９近傍の侵入に対する抵抗を増加し、それにより、基礎の向きを
修正する。
【００２５】
　本発明を例示するために述べられた実施形態は、実際の設置に比較して、過度に簡単化
されている。現実において、相当数のポンプ、センサ、ときには加振機などが、設置を援
助するために基礎内又は基礎上に設置されるが、本発明を例示するために必要な要素だけ
が述べられている。
【００２６】
　図３Ａ及び３Ｂは、副圧力室９がスカート部６に関して外側又は内側に配置されている
本発明の二つの実施形態を図示している。
【００２７】
　図４は、副圧力室９がスカート部６に一体化されてスカート部を均等に分布された部分
１８に分割している本発明の実施形態を図示している。
【００２８】
　図１～４は、説明的な理由のためだけに二つの副圧力室９を図示している。ゆえに、副
圧力室の数に関する限定が図面からもたらされることはない。三つ又は四つ以上の副圧力
室９を含有する基礎も、本発明の範囲内であることが意図されている。
【００２９】
　図５は、海洋施設のための海底基礎１を設置するための方法１２の概略的な例示を図示
している。前記方法は、本発明の前述の実施形態のいずれかによる海底基礎１を備えてい
る。
　本方法は、
　海底１９に前述の実施形態のいずれかによる海底基礎を位置させる段階１３と、
　基礎が海底１９に沈み込むように、主圧力室７内に負圧を与えるために前記主ポンプ８
を作動させる段階１４と、
　海底１９内への基礎１の沈み込み中において実質的な水平平面１６に関する基礎の整列
を制御するように、必要に応じて副圧力室９内に正圧を与えるために、前記一つ以上の副
ポンプ１０を作動させる段階１５と、
　基礎が海底の所望高さに達するときに、前記主ポンプ及び前記副ポンプを作動停止させ
る段階１７と、を備えている。
【００３０】
　前記正圧（又は、負圧又はそれらの組み合わせ）は、一つ以上の副ポンプ１０によって
一つ以上の副圧力室９に異なる程度が与えられて良い。
【００３１】
　図２を参照して、海底１９は、非常に頻繁に、平坦でなく、滑らかな表面を提供しない
ことが注意されるべきである。海底は、例えば、上側沈殿層を除去することによって、基
礎を設置する以前に準備されても良い。さらに、基礎が侵入する海底は、一般的に、砂、
へどろ、粘土、及び、その他の少なくとも一つのような異なる種類の土壌から形成されて
いる。これは、当然に、基礎を設置する制御工程及びポンプにより実施される沈み込み動
作に特別な要求を負わせる。主吸引室内の吸引は、スカート部６の下側縁部が海底１９内
へ一定距離侵入するまで効果を有さないであろう。スカート部のこの最初の侵入又は沈み
込みは、恐らく、基礎構造自身の重量によって得られるであろう。選択的に、最初の沈み
込みは、機械的手段によって援助されても良い。圧力室が負圧及び正圧がもたらされる圧
力変化以前に実質的に閉鎖されることを保証することは重要であり、そうでなければ、圧
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力変化は、基礎の設置に影響せず又は悪影響すると共に、周囲の海底を流動化させるだけ
である。

【図１】

【図２】

【図３Ａ】

【図３Ｂ】
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【図４】

【図５】
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